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•  モノづくりには欠かせない、異なるマテリアル（材料）同士
を溶接・接合する異材接合の研究に取り組んでいます。

• 溶接工学と金属工学を融合したジョイニングメタラジーによ
る先進的な研究を行うことで、革新的なマルチマテリアル化
技術開発を目指しています。

• 先端機器を活用した構造解析とシミュレーションを活用した
理論解析を併用することでマテリアルＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）にも展開できます。

• 軽金属材料の適用によるマルチマテリアル車体の低燃費化に
より、カーボンニュートラルにも貢献できます。

マテリアル DX、マテリアルズ・インフォマティクス、自動車・航空機分野

ジョイニングメタラジーによる
革新的マルチマテリアル化技術開発
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150MHz の超高周波電力によって励起した安定・均一
な大気圧プラズマを用い，従来の減圧プラズマや一般的
な大気圧プラズマ源（誘電体バリア放電，プラズマジェッ
ト，他）では実現困難な，シリコン（Si）やその化合物
材料（SiOx，SiNx，SiC 等）の低温・高能率成膜プロ
セス開発とその応用に関する研究を行っている．特に，
将来の高容量リチウムイオン電池開発に向けた非コンポ
ジット型厚膜 Si 負極の創製技術開発，および透明基材

（ガラス，プラスチック）上への種々の機能性コーティ
ングプロセス開発に注力している．

リチウムイオン電池、コーティング、表面処理

VHF 励起大気圧プラズマを用いた
高機能材料プロセスの開発
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